
歴史・文化セミナーのご案内 
近畿文化会企画・歴史街道倶楽部協力 

0120-106-718 近鉄文化サロン 

阿倍野まで 

掲載講座 
専用 

フリーダイヤル 
※携帯・ＰＨＳ等、一部の電話からはご利用いただけません。 

［その他のお問合せ・お申込みは］ 電 話（06）6625-1771 
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萬葉人のお正月 -こめられた祈りをひもとけば- 

 

古墳を築く 
【講  師】 

  
【時  間】 

  

【受講料】 

京都橘大学 
名誉教授 一瀬 和夫 
   

13：30〜15：00 
   

会員2,200円、一般2,750円 

. 
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卑弥呼とヤマト王権 –邪馬台国とは何であったか- 

※価格は、消費税を含んだ金額を表示しています。また、割引の併用はできません。 
※各講座とも、当日の教室での受付は講座開始の３０分前からです。 

２０２３年１１月～２０２４年１月 

  

文化会会員様のお申込み・お問合せは  

（06）6775-3686  TEL 近畿文化会事務局 

文化会会員様のお申込み・お問合せは  

（06）6775-3686 

お寄せいただいた個人情報は、申込者へ

の連絡、発送、集計のみに使用し、それ

以外の利用はいたしません。 

（０６）６６２５－１７７１ 

〒545-0052  大阪市阿倍野区阿倍野筋2-1-40 and4階 
〔受付時間〕10：00～19：00 （日曜日10：00～17：00） 
 
※休業日：9/30(土)、10/29(日)～31(火)、11/29(水)、11/30(木)、 
 12/29(金)～1/4(木)は、受付業務を休ませていただきます 

 ●事前にご予約のうえ、実施日の５日前までにご入金手続きをお済ませ 

   ください。 

   ※実施日の5日前までに店頭でお支払いの場合は300円割引。 

 ●近鉄文化サロンホームページからご入会・ご入金いただけます。 

   ※WEBでお手続きの場合、入会金無料で会員登録ができ、1回につき 

    会員価格からさらに500円割引でご受講いただけます。 

 ●各講座とも満員になり次第締め切らせていただきます。 

   ※ただし、一定の人数に満たない場合は、講座を中止させていただくこと    

    もございます。  

※講座開始時間にご注意ください。  〈 11月から講座時間は各日とも １３：３０～１５：００ に変更になりました 〉 

WEBでご予約から入金までできるようになりました 
お問合せ・お申込みは 近鉄文化サロン阿倍野 
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＜WEB＞でのご入金 
 ・・・1回のお申込みにつき500円割引 
   

＜店頭＞10月28日 (土) までのご入金 

 ・・・300円割引 

＜WEB＞でのご入金 
 ・・・1回のお申込みにつき500円割引 
   

＜店頭＞11月27日 (月) までのご入金 

 ・・・300円割引 

【講  師】 

  
【時  間】 

  

【受講料】 

大阪市立大学 
名誉教授 村田 正博 
   

13：30〜15：00 
   

会員2,200円、一般2,750円 

＜WEB＞でのご入金 
 ・・・1回のお申込みにつき500円割引 
   

＜店頭＞12月28日 (木) までのご入金 

 ・・・300円割引 

近畿文化会会員様・歴史街道倶楽部会員様は、 
会員カードご提示で会員価格にて承ります。 

【講  師】 

  
【時  間】 

  

【受講料】 

桜井市纏向学研究センター 
所長 寺澤 薫 
   

13：30〜15：00 
   

会員2,200円、一般2,750円 

 古墳は物量を誇るためにつくられました。それらは、いかにつくりとげ
たのでしょう。その量が多い分、肌身で他者を圧倒する絶大なる効果を
発揮します。 
 古墳といえば豪華な副葬品や動産のものに目が行きがちですが、ここ
では、そうした古墳のなかでも長く土地に刻まれた不動産である影響力
のある墳丘と巨石石室を中心に、いかに成り立ち、いかにつくられ、必
要とされなくなったかをつぶさにみることで、日本の古墳時代社会の実
像とその推移を浮きぼりにしていきます。 

 江戸時代から続く邪馬台国の所在地論争は未だに決着を見ない。
この時期の重要な発掘成果が出るたびにマスコミはこぞって報道
合戦を繰り広げ、結局は謎だロマンだと煽る。しかし、山積する
考古学資料を総合的に精査し、そこから得られる二～三世紀の権
力構造や政治的枠組を論理的に組み立て、それを文献資料と逐一
照合するという正当な方法を徹底して議論することで論争終結の
道は見えてくる。講座では、「卑弥呼共立」にいたるプロセスと
その背景を明らかにすることで新たな邪馬台国論を提示する。  

 年頭、心も新たに祝福の行事を行ない、年賀の言葉をかわしあう
のは、どのような意味をこめてのことなのでしょうか。わが国最古
の歌集『萬葉集』にのこるお正月の歌々を、できるかぎり深く読ん
でみましょう。あわせて、萬葉人があこがれた中国における新年の
行事と詩、さらには奈良時代、わが国で詠まれた『懐風藻』の詩な
どにも目配りをして－。講座からの帰り道、ちょっとちがう眼で、
新年の街の風景をご覧になれるかもしれません。  

※お申込みの受付は、１０月１日（日）から開始します。 WEBからのお申込みがお得です。 


